
日本ホーリネス教団 奉仕局

牧師隠退への備え
70歳代セミナー



７０歳代セミナー 牧師隠退への備え

はじめに

⚫人生のイメージ時計〔年齢÷3.5〕 （『ほぼ日刊イトイ新聞』の読者投稿欄2008年3月25日）

• 60歳（17:10） 65歳（18:35） 70歳（20:00） 75歳（21:25）
80歳（22:50）

⚫ライフプラン表

• ライフプラン表を作成してみるのもよい

• インターネットで「ライフプラン」で検索

• たとえば、 （https://fp.moneyforward.com/articles/13）

などにもテンプレートあり
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マネーフォワードお金の相談 

https://fp.moneyforward.com/articles/13
https://fp.moneyforward.com/
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ライフプランニングシート

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

本人 の年齢 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85

隠退

妻 の年齢 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81

隠退

子ども の年齢 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

本人 の収入

妻 の収入

の収入

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

趣味・旅行費

特別な支出

支出合計(B)

年間収支

貯蓄残高

基本生活費

住宅関連費

車両費

保険

教育①

年

ライフプラン

ライフプラン

ライフプラン

収入合計(A)

「年金収入」「謝儀収入」等、
収入の種別で分ける等自分でわ

かりやすい区分で

「食費」「住居費」等、自分で
わかりやすい区分で



4７０歳代セミナー 牧師隠退への備え

隠退時

隠退に伴う提出資料

転居

退職金
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隠退に伴う提出資料

⚫『退職教師転居費請求書』

⚫『退職金請求書』

⚫『退職所得の受給に関する申告書 兼 退職所得申告書』

⚫『謝恩金請求書』

⚫『謝恩金に関する調査書』 (毎年提出いただきます)

5隠退時
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転居

⚫物の整理 （施設入所の場合、タンス一つか二つに収まる荷物）

⚫転居に際し、業者に支払った費用を支援します。（上限10万円
を一回限り）

⚫隠退後の住居を、隠退間近ではなく、事前に検討を始めることを
お勧めします。

6隠退時
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隠退後の住居

常駐の牧師を任命できない場合など、隠退後も教会に居住することができる
場合もあるかもしれませんが、転居を前提に検討しておく必要があります。

いくつかのパターン

1. 家族（お子さん等）と同居

2. アパートなど賃貸
市営・県営住宅、UR(公団住宅)、民間アパート

3. 住宅の購入

4. 教団隠退者住宅
一人で生活できることが条件となります

5. 高齢者施設への入居
特別養護老人ホーム／介護老人保健施設／有料老人ホーム／ケアハウス／
サービス付き高齢者向け住宅 など
例）キングスガーデン・ケアハウス「主の園」 → 川越キングスガーデン
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退職金

⚫退職金は、一世帯で一本になります。

• 夫婦の場合、奉職年数の割合にしたがって各々に支給いたします。

⚫隠退後に一括支給いたします。

• 5月末までに支給させていただく予定です。

⚫奉仕局に預託している退職金も含めて一括支給いたします。

✓貸付金の返済が滞っている場合は、退職金支給時に清算させていただく場合
があります。

✓退職金はいくらくらい？

8隠退時
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退職金についての補足

2026年時点での退職金の見込み額は以下のようになります。

条件：休職年数無しで、2031年3月（75歳）に隠退する場合

1. 25歳から奉職した場合（奉職年数51年。積立年数27年） 約560万円

2. 30歳から奉職した場合（奉職年数46年。積立年数27年） 約510万円

3. 40歳から奉職した場合（奉職年数36年。積立年数27年） 約360万円

4. 50歳から奉職した場合（奉職年数26年。積立年数26年） 約200万円

✓ 年金については日本年金機構からの「年金定期便」やウェブサイトで確認
しましょう。
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隠退後

教団の（隠退）教師であること

福利厚生
退職金・敬老祝い金・負傷疾病見舞金・
弔慰金

隠退後の日常について

教団墓地への納骨
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日本ホーリネス教団の（隠退）教師であること

⚫他教団の教会へ転会（転籍）されますと、日本ホーリネス教団教
職籍から除かれ、謝恩金等の受給資格を失います。

（本件の扱いは協議中）

⚫配偶者が教師でない場合、『教師でない配偶者の届出書』を提出
ください。配偶者も、教師と同じ福利厚生の受給資格を得ること
ができます。現役時代も有効ですので早めに提出ください。

11隠退後
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福利厚生

⚫謝恩金（月額）

• 単身：全収入額が14万円以下の場合、14万円まで4.6万円を上限に
支給します。また、住居の賃貸費は考慮（収入から減算）します。

• 夫婦：全収入額が18万円以下の場合、18万円まで8.5万円を上限に
支給します。また、住居の賃貸費は考慮（収入から減算）します。

• 支給は、奇数月に前月と当月の2ヵ月分を指定口座に振り込みます。

• 謝恩金査定を毎年おこなうため、『謝恩金に関する調査書』を1月
末頃に郵送します。

12隠退後
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謝恩金についての補足

国の年金制度が現役時代の収入（納入額）に応じた保障であるのに対し、
謝恩金は極力公平に最低限の収入を保障することを目的とした制度

a)総収入が一定額に満たない場合 b)総収入が一定額を超える場合 c)賃貸アパートを利用している場合

基準額
（単身:14万円、夫婦:18万円）

総収入
例）国民年金

支給額は満額
（単身:4.6万円
夫婦:8.5万円）

収入基準額
（単身:9.4万円、
夫婦:9.5万円）

基準額
（単身:14万円、夫婦:18万円）

総収入
例）国民年金

厚生年金
教会からの謝儀

支給額は
基準額ー総収入

収入基準額

基準額
（単身:14万円、夫婦:18万円）

総収入

支給額
総収入から賃
貸家賃を引い
た額を総収入
額とみなし支
給額を算定

賃
貸
家
賃
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謝恩金についてのFAQ（よくある質問）

Q.謝恩金査定の収入に年金は含まない形にできないか？

A.現在の謝恩金の制度は、現役時代の収入に関わらず、極力、収入（年金＋
その他収入＋謝恩金）の最低保証を目指すものです。年金を収入に含まな
いようにするということは、みなさん一定の年金を得ているという想定の
下で平準化された謝恩金の支給といった形で制度の再設計が必要になりま
す。その場合、年金は現役時代の納入額に依存するので、隠退後の収入も
現役時代の収入（年金）の多い少ないに依存することとなります。

それは謝恩金が目指すところとは異なってくるものと考えます。

Q.住宅ローンは収入からの控除の対象とはならないのか？

A.住宅ローンの場合、その住宅は、その方の財産となるため、賃貸家賃とは
異なり控除の対象とはなりません。
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福利厚生（つづき）

⚫敬老祝い金 1万円を、75歳以上の教師に給付します（謝恩金

受給者を除きます）。

⚫負傷疾病見舞金 1万円を、3日以上入院された現役教師、隠

退教師に給付します（謝恩金受給者を除きます）。

⚫弔慰金（現役教師10万円、隠退教師5万円）を、ご遺族関係者

に給付します。

• また、教師ではない配偶者（3万円）、親または子（2万円）が死亡した
場合は、教師に弔意金を給付します。

15隠退後
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隠退後の日常について

⚫隠退教師相談窓口（山脇望先生、白根幸美先生）

• 隠退者でなければ分からない相談などを受けとめる窓口を準備していま
す。

⚫奉仕局員による消息確認

• 年に一度（誕生日の前後）、奉仕局員が電話や手紙などで連絡を取るよ
うにしています。また、転居や死亡といった大きな変化があった場合は、
教団事務所に連絡が届くよう事前に手はずをしておいてくださると助か
ります。

⚫「めぐみの輝き」の発行

• 原稿（近況報告）をお願いすることがあります。

16隠退後
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日本ホーリネス教団墓地への納骨

⚫日本ホーリネス教団に所属する教師および信徒、またその同居家
族が利用できます。費用は7万円（納骨料2万円、永代管理料5万
円）です。（その他に、霊園へ事務手数料の支払いが必要です）。

⚫教師の納骨に関しては、生前予約（費用の預かり）を受け付けて
います。

17隠退後
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さいごに

⚫隠退後の経済的支援について： 教団からの継続的な支援は謝恩金
だけになりますので、それを前提にした準備が必要と思われます。

⚫隠退後の住居について： 隠退間際ではなく、事前に見通しを立て
ておくことが大切と思われます（とくに施設入所は早めに）。

⚫医療について： 保険が適用されない医療も希望される場合は、例え
ば民間の保険会社と契約をしたりとか、何らかの自衛策を講じておく
と良いかもしれません。

⚫ご自分の認知症について： どなたでも可能性はありますので、隠
退された後でよいでしょうから、そうなった場合を想定した事前準備
が必要と思われます。

18
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